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１ 次の文章を読み、問１～３に答えなさい。解答は解答用紙に書きなさい。 
 
 近年、日本が国を挙げて取り組んでいる施策の一つに「ダイバーシティ推進」があります。「多

様性」と訳されるダイバーシティとは、平たく言うと「属性のバラツキが大きい状態」です。たと

えば「性別」という属性であれば、男性 1 人に対して、女性 1 人の割合で存在する状態が、ダイバ

ーシティの高い状態とされます。 
 国の施策では、働き方が多様化するなか、年齢や性別、人種といった属性の異なる人々の個性を

尊重して受け入れ、それぞれが能力を発揮できる環境を整えることで、組織の生産性を上げるとし

ています。（中略） 
 
 学術界では、ダイバーシティを「表層的ダイバーシティ」と「深層的ダイバーシティ」の二つに

分けています。表層的ダイバーシティは、年齢や性別、人種など外から見えやすい属性。深層的ダ

イバーシティは、外から見えにくい内面的なもの、すなわち性格や考え方、学歴や職歴といった属

性です。 
 現在、日本で大々的に行われているダイバーシティ関連の施策は表層的ダイバーシティに関する

ものが多く、深層的ダイバーシティに関する施策は、（ダイバーシティ推進という名目では）あま

り行われていません。a こうした前提を踏まえて、組織においてダイバーシティを高めると、どの

ような効果が得られるかについての研究を簡単に整理しましょう。 
 ダイバーシティについては世界各国で研究が行われており、「表層的ダイバーシティを高めたか

らといって、必ずしも組織に高いパフォーマンスがもたらされるわけではない」という研究結果が

数多く示されています。 
 なぜ、ダイバーシティ施策が効果を発揮しないのでしょうか。それは、内集団バイアスが原因で

はないかと思われます。 
 心理学における「内集団バイアス」とは、心理的に似た属性を持つ人間同士は（それが非常にさ

さいな共通点であっても）、相手をより高く評価し、好感を抱きやすい傾向を指します。この考え

方によれば、組織内でしばしば起こる派閥争いのように、人は自分とタイプの異なる人 （々外集団）

に違和感や反発心を抱きがちです。 
 ダイバーシティを高めれば、当然、多様な性格や考え方を持つ人材が集まり、「自分とは合わな

い」「自分とは違う」と感じる相手が組織内に増えることになります。結果、さまざまな軋轢が生

じ、生産性が下がってしまう可能性もある。つまり、b 単にダイバーシティを高めても、組織のパ

フォーマンスにプラスの効果が生じるとは限りません。 
 ただし、ダイバーシティが組織のパフォーマンスを上げるケースもあります。その鍵を握るのが、

人の「信念」です。 
                                （つづく） 
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   オランダの研究によれば、c「『集団が機能するにはダイバーシティが重要である』という信念」

を持った集団は、組織内でダイバーシティが高まるとパフォーマンスが高まる」そうです。つまり、

漫然とダイバーシティを高めても効果はないが、ダイバーシティが高まった状態に、信念を加えれ

ば、目覚ましい効果が生まれる可能性もあるわけです。 
 
 いろんな人が存在する環境には、必ず性格や相性の合わない人がいて、足の引っ張り合いやいが

み合いが起こる。そのことを認めた上で、経営者や人事担当者は、どのように多様性を高めればい

いのでしょう。（中略） 
 昨今、とかくダイバーシティにばかりスポットが当たりがちです。ただ組織のパフォーマンスを

向上させる上では、ダイバーシティの実践よりも、良いチーム、バランスの取れたチームを作るこ

とが重要なのです。 
 
出典：曽和利光、伊達洋駆 『組織論と行動科学から見た人と組織のマネジメントバイアス』209-

213 ページ，ソシム株式会社，2020 年 
注釈：下線は出題者による 
 
 
 
問１ 下線 a について、前提として筆者が述べているものを箇条書きで４つ挙げ、解答欄の①～④

に書きなさい。 

 

 

問２ 下線 b について、著者が述べている理由を，本文中の言葉を引用して 200 字以内で説明しな

さい。 

 

 

問３ 下線 c について、集団に信念を持たせるために有効な手立てとして、どのようなことが考え

られるか、あなたの意見を 500字以内で述べなさい。 
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